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在モロッコ日本大使館経済班

Ｉ．国内経済

１． 指標等

①S&P Dow Jones Indices によるモロッコ格付け1

S&P Dow Jones Indices による最新評価において，モロッコは「新興国市場」のステイタスを維持。

しかし，特に流動資産量の恒常的低下への懸念から，モロッコ評価は不安定とした。

②Fitch Ratings によるモロッコ格付け2

５日，Fitch Ratings が発表したモロッコ格付けは，外貨建て長期国債が「BBB－」，自国通貨建

て長期国債が「BBB」。２０１２年以降，予算赤字と当座勘定が恒常的に減少していることから「安定

的」と評価し，公的債務の安定化と外貨高の再建が漸進的に進むとの予想。

③Standard&Poor’s のモロッコ格付け3

Standard&Poor’s によるモロッコの外貨建て長期国債の最新格付けは BBB-「ネガティブ」。ただ

し前回に続き「Investment Grade」を維持。モロッコの政治的安定性や財政改革措置を十分に評価

していないものの，欧州経済回復等により２０１３年～２０１６年の経済展望についてはポジティブな

見解。

④２０１３年１０月末時点のリン鉱石等輸出4

モロッコ為替局の発表によると，２０１３年１０月末までのリン鉱石および派生品の輸出総額は３２

３．２億 DH，前年同期（４１２．８億 DH）より２１．７％減。リン鉱石および派生品以外の輸出総額は１

１８４億 DH 超，前年同期（１１２６億 DH 超）より５．１５％増。特に自動車産業の輸出が好調（輸出総

額１８．１％増，輸出量５５．５％増）。

２． 建設・公共事業・インフラ等

①ジブラルタル海底トンネル5

１４日，ブリュッセルで開かれた「第２回 輸送に関する欧州・地中海閣僚会議」参加の前に，ブ

リフ輸送担当特命大臣は，モロッコとスペインをつなぐ海底トンネルの実現は世紀の大プロジェクト

として関係諸国が真剣に取り組むべき課題であると述べた。２０年前より議論されている同プロジェ

                                               
1 Les Eco 紙（11 月 4日）
2 エコノマップ（11 月 7 日）
3 エコノマップ（11 月 19日）
4 エコノマップ（11 月 20日）
5 エコノマップ（11 月 15日）
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クトを実現するため，関係諸国およびドナー各国に働きかける意向。この他モロッコは，ナドール港

を結ぶ高速道路，マラケシュおよびアガディールへの高速鉄道（LGV）延長への支援を要請する。

②今後２０１５年までのモロッコ高速道路整備計画6

２０１４年予算案では，今後２０１５年までに新たに３８０キロの高速道路整備を予定しており，総

延長１８００キロとなる。交通安全強化，地域間格差の是正，２０１２年末以来低迷する建設・公共事

業部門の活性化を目指す。具体的計画としてラバト迂回（４１キロ），Berrechid-Beni Mellal 間（１７２

キロ），El Jadida-Safi 間（１４３キロ）高速道路の建設継続が予定され，総工費は１３０億 DH 弱。

３． 農業・漁業

①２０１４年の灌漑農業面積7

１日，アハヌッシュ農業・海洋漁業大臣は，２０１４年中に灌漑農地面積を５万 ha 増やす旨発表。

同措置により低コスト技術による灌漑農地面積は４１．３万 ha となり，灌漑農地全体の２８％となる。

②モロッコのサフラン栽培8

モロッコにおける灌漑によるサフラン栽培面積は２０１０年に９３ha だったが，サフラン栽培面積

拡大プログラムにより現在２３０５ha に拡大。販売価格は２０００年の１０DH／グラムから３５DH／グラ

ムに上昇。

③Plan Maroc Vert（モロッコ・グリーン計画）支援9

１４日，ラバト近郊のスキラットにて開催された「第４回国際ドナー連携のためのラウンド・テーブ

ル」において，アハヌッシュ農業・海洋漁業大臣は Plan Maroc Vert（モロッコ・グリーン計画）の諸プ

ログラムに対する外国ドナーの支援額が開始後５年間で１５１億 DH に達したことを発表。６５％の

ディスバース率であり，約半分の計画が最終工程に近づいているとした。技術的支援の他，事後

調査，連携および計画執行を改善するため事務手続きの柔軟性を求めた。

４． 産業

①モロッコ・テレコムの収益10

２０１３年１月～９月のモロッコ・テレコムの総売上高は２１４．６億 DH，前年同期より４．７％減。モ

ロッコ国内携帯電話部門の競争激化と秒単位の料金設定への移行（国内売上高８．４％減）が要

因。海外での売上高は９．５％増。

                                               
6 エコノミスト紙（11 月 19 日）
7 エコノマップ（11 月 4 日）
8 Les Eco 紙（11 月 13日）
9 エコノマップ（11 月 19 日）
10 エコノマップ（11 月 1日）
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②モロッコ・テレコムの株式売却11

５日，フランスの Vivendi グループは，モロッコ・テレコム株（５３％）をア首連の Etisalat に売却す

る協定を締結（法定価格４２億ユーロ）。ただし，モロッコ・テレコムが進出している各国当局（モーリ

タニア，マリ，ブルキナファソ，ガボン）の承認取り付けが条件。２０１４年初には売却手続完了予定。

モロッコ政府はモロッコ・テレコム株の３０％を所有している。

③タバコの違法販売12

フィリップ・モリス社の調査によると，モロッコにおけるタバコの違法販売は１７．５％，昨年より増

えた（世界のタバコ市場では１０～１２％）。特に北部およびオリエンタル地方の都市部の比率が高

い。モロッコ全体では２０１０年～２０１２年まで違法販売が減少傾向であった。同社では，国民の購

買力低下と密輸タバコが格安であることが要因としている。

④Fujifilm 社のデジタル機器販売13

Fujifilm 社は Burintel 社との戦略的パートナーシップ協定に署名。モロッコに１０００以上の販売

拠点を持つ Burintek 社が fujifilm 社のデジタル機器販売を請け負う。

⑤輸出肥料積載量の記録更新14

リン鉱石公社（OCP）より，肥料として最も流通している DAP（リン酸二アンモニウム）肥料７万９

千トンを積載した船舶が Jorf Lasfar 港より中国向けに出航，積載量の記録を更新した。これまでの

記録は６万６千トン，同じく中国向け。

⑥２０１２年モロッコの映画産業15

２０１２年にモロッコで撮影された外国映画は２９本，うち１３本がワルザザートで撮影（前年には５

本）。次いでラバト，カサブランカ，マラケシュ。ワルザザートの人気は自然景観の良さ，良質な労働

力，税制面の優遇措置（欧米での撮影に比べ３割～５割の経費節約可）による。映画産業誘致計

画も進行中。

⑦ホンダのモロッコ輸入４０周年16

１３日，ホンダ車のモロッコ輸入を独占的に手掛ける Univers Motors が，本田自動車とのパート

ナーシップ４０周年を記念し，カサブランカに開設された新しい HONDA ショールームで式典を開

催。

                                               
11 ル・マタン紙（11 月 6日）他
12 Les Eco 紙（11月 4日）
13 ル・マタン紙経済特集（11 月 7日）他
14 Les Eco 紙（11月 7日）
15 Les Eco 紙（11月 7日）
16 ル・マタン紙経済特集（11 月 20日），Aujourd’hui le Maroc 紙（11 月 20 日）
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⑧タンジェ Automotive City17

タンジェ Automotive City のロット販売が開始された。自動車用ワイヤーハーネスを扱うアメリカ

の ECI が進出第一号。同ゾーンは自動車産業限定の産業ゾーンで，総面積３００ha，総工費８５０

百万 DH，今後３年間で１０億 DH の民間投資が予想される。同ゾーンはルノー・タンジェ工場

（Melloussa）から数キロの地点に位置し，同工場の関連業者の進出を見込んでいる。

５． エネルギー・電気・水

①モロッコのオフショアにおける炭化水素資源18

Oxford Business Group によると，モロッコのオフショアにおける炭化水素資源に対する外国人

投資家の関心が高まっている。２０１３年～２０１４年には１０地点で新たに掘削が始まる（過去１０年

の掘削地点数の２倍相当）。石油・ガス生産量は中期的に大きく上昇するとみられ，貿易収支バラ

ンスの改善が期待される。Chevron，Total，Galp，Genel Energy，Cairn Energy，Kosmos Energy が

モロッコでの掘削活動開始・強化。炭化水素に関する２０００年法により，同分野の投資条件は良

好。

②西サハラ海域の石油調査・掘削19

専門家や NGO によると，西サハラ海域で行われる石油掘削活動は，（石油が発見された場合

には）帰属問題が解決していない同地域における天然資源開発として，リン鉱石および水産資源

の問題に続く重大な政治的問題に発展する可能性がある。Kosmos Energy では，国際法を遵守し

倫理的に正しいやり方で石油掘削を進める，としている。

③モロッコのオンショアにおける石油・ガス掘削20

１８日，イギリス系 Longreach Oil&Gas 社の HP 発表によると，同社は Essaouira 地方 Koba 1 サ

イトにおいて石油およびガス掘削を開始。２７００メートルの油井を５０日間掘削。同油井だけで原油

２１百万バレル，ガス１２０億立方メートルが見込まれるとする。

④太陽熱部門の研究支援21

１５日，太陽エネルギー・新エネルギー研究所（IRESEN）は，２０１３年Inno Therm IIIプロジェクト

の枠組みにおいて７つの革新的プロジェクト支援を発表。工業における乾燥作業およびエア・コン

ディショニングに関わる太陽熱部門の研究プロジェクトを提案する１１の研究機関と１４の企業によ

る複数のコンソーシアムに対し，総額２４００百万 DH を提供。

                                               
17 エコノミスト紙（11 月 25 日）
18 エコノマップ（11 月 8日）
19 AFP 通信（11 月 20 日）
20 Aujourd’hui le Maroc紙（11 月 20 日）
21 エコノマップ（11 月 19日）
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⑤太陽光発電所の開所式22

２０日，カサブランカ・テクノパークにおいて，アマラ・エネルギー・鉱山・水利・環境大臣と Witter

駐モロッコ・ドイツ大使の参列の下，太陽光発電所（５０kWp）の開所式が行われた。ドイツ経済協

力・開発省の「DeveloPPP」プログラムの一環として，Sunset Energietechnik が建設（総工費４２万ユ

ーロ。うちドイツが１８．６万ユーロを供与）。

⑥農村部の電化率23

１９日，参議院の質疑応答においてアマラ・エネルギー・鉱山・水利・環境大臣は，１９９６年開始の

「農村部電化国家プログラム」により，農村部の電化率は１９９５年の１８％から２０１３年９月末時点

には９８．４％強に達したことを発表（総工費２０７．９６億 DH）。農村部住民１２百万人が電気を利用

している計算。２０１３年～２０１７年には１５万３８００人の農村部住民が電化を享受する計画であり，

総工費４４８．５万 DH の予定。同時期には学校，医療施設，モスクの電化も実施予定（総工費９９

百万 DH）。

６． その他

①航空輸送税の導入24

１４日，ハッダド観光大臣は，モロッコを出発するすべての航空便について航空輸送税を課すこ

とを発表。「連帯と観光業促進のための航空輸送税」として，２０１４年４月１日より適用される。エコ

ノミー・クラスで１００DH，ビジネス・クラスで４００DH。年間１０億 DH 近く，２０２０年までに４７億 DH

の収益が見込まれ，モロッコ国営観光局と社会連帯支援基金の間で半々に分けられる。

②モロッコにおけるフランチャイズ展開25

在モロッコ・フランス商工会議所主催の会合における商工業・投資・デジタル経済省の報告によ

ると，フランチャイズ部門は１７％／年の成長率。現在６５０以上のフランチャイズが４１００販売地点

で展開しており，過去１０年以来安定した成長を続けている。８５％が外国系（フランス系３９％。次

いでイタリア，アメリカ，スペイン，トルコ系）。モロッコ系フランチャイズは１５%のみだが，ショッピン

グ・センターの増加により販売地点の６８％はモロッコ系。

③２０１４年財政法の衆議院採択26

                                               
22 ル・マタン紙経済特集（11 月 21日）
23 エコノマップ（11 月 21日）
24 AFP 通信（11 月 14 日），エコノマップ（11 月 21日）他
25 エコノミスト紙（11 月 15 日）
26 AFP 通信（11 月 21 日）他
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２０日，モロッコ衆議院議会は２０１４年財政法を可決。公的赤字を GDP の４．９％に抑えるため

（２０１２年には７％強），国家予算を３．１％減（３３５１．７億 DH 減）。参議院での可決を経て採択さ

れる。

④２０１４年財政法 各省予算27

２０１４年財政法では，複数の省について予算を削減。特に雇用・社会問題省で６１．４７％減，

住宅政策・都市計画省で５３．６６％減，総務・ガバナンス担当省で４２．３４％減，内務省で４．５％

減。

⑤２０３０年のアフリカの都市成長28

Oxford Economics の報告書によると，今後２０３０年までのアフリカの都市成長はその他地域より

も顕著となる見込み。人口は現在より３億人増え，世界最大の消費市場となる。アフリカで最も豊か

な都市となるのは，ナイジェリアの首都ラゴス（人口は現在の２倍相当の２５百万人）。カサブランカ

は２０１２年に第９位だが，２０３０年には第１２位の予想（都市総生産３９０億 DH）で，アルジェやチ

ュニスよりも下位。９６調査対象都市のうち５１都市で人口増加率が５０％を超える見込み。

⑥モロッコの社会・経済構造の変化29

高等計画委員会の発表によると，３５歳以上のモロッコ人の３５．２％が父親の社会的地位に比

較して上昇，３３％が下降，３１．９％が同じレベル。性別および居住環境（都市／農村）別にみると，

都市部男性の上昇，農村部女性の下降が顕著。男女合わせ都市部では５１．１％が上昇したのに

対し，農村部では１４．８％のみ。都市・農村合わせた場合男性では４３．７％，女性では１７．９％が

上昇。女性全体では６１％が下降（男性では２４．１％），農村部全体では４４％が下降（都市部では

１９．３％）。男性は同じ環境条件にある女性と比べ，父親の社会的地位より上昇するチャンスが７．

１倍。

                                               
27 Les Eco 紙（11月 28日）他
28 ル・マタン紙（11 月 23日～24日）
29 Les Eco 紙（11月 29日）他
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ＩＩ．諸外国等との関係

1. 外国政府との関係

①フランスのモロッコ投資30

１０月３１日，ベンキラン首相はモロッコ訪問中のモスコヴィシ仏経済・財政大臣と会談し，両国

の良好な協力関係を称賛。経済分野，専門知識・技術交流，投資促進の面で協力関係を強化す

ることで合意。

同日，ブーサイド経済・財政大臣はモスコヴィシ大臣と会談し，EU の対近隣諸国政策，モロッコ

の「前進的地位 statut avancé」および地中海連合がもたらす経済的展望について話し合った。

１日，エル・アラミ商工業・投資・デジタル経済大臣はモスコヴィシ大臣と会談し，Win-Win の協

力関係を目指すべきとし，両国企業の共同移転がもたらす効果を強調。

モスコヴィシ大臣はエコノミスト紙のインタビューに答え，都市交通，エコシティ開発，福祉住宅，

農産物加工，再生可能エネルギー分野への投資を重視する意向を述べた。フランスの対モロッコ

貿易総額は８０億ユーロ／年，モロッコへの海外直接投資の半分以上を占め，７５０のフランス系企

業が１２万の雇用を創出している。

②モロッコと湾岸協力会議（GCC）の協力強化31

３日，ドーハにおいて，ブーサイド経済・財政大臣は Ali Cherif Al Imadi カタール経済・財政大

臣と会談し，２０１１年に締結されたモロッコと湾岸協力会議（GCC）間の戦略的パートナーシップ協

定の適用を強化する方法について協議した。

③モハメッド６世国王のアメリカ訪問32

モハメッド６世国王は１９日より訪米し，２２日にはオバマ米大統領らと会談。ブーサイド経済・財

政大臣，Bensalah モロッコ経団連（CGEM）会長らも同時期に訪米。２００４年に調印され２００６年よ

り発効した自由貿易協定（FTA）の活用，互いの市場への参入（特にモロッコの再生可能エネルギ

ー分野への投資促進）について話し合う見込み。２０１１年より，アメリカはモロッコにとり第３位の貿

易相手国となり（同年の貿易総額３７．９億米ドル），モロッコはアメリカの対アラブ諸国貿易総額ラ

ンキングで上位５位内。

２１日，ワシントンにおいて，モロッコと米国国際開発庁（USAID）との協力関係５６周年記念式典

に出席したブーサイド大臣と Feierstein 同庁事務補佐官は，２０１３年～２０１７年の開発協力戦略

（CDCS）開始に関する合意覚書に調印。若者の雇用促進，市民によるガバナンス参加の強化，初

等教育の質改善が主要テーマ。

                                               
30 エコノマップ（11 月 1日，4日）他
31 エコノマップ（11 月 5日）
32 Les Eco 紙（11月 21日），MAP 通信（11 月 22 日，25日）他
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④フランスのモロッコ農産物加工業支援33

２１日，カサブランカにて開催されたモロッコ・フランス農産物加工業デーにおいて，アハヌッシ

ュ農業・海洋漁業大臣とガロ仏農業大臣の出席の下，両国の関係公的機関代表が農産物加工業

に関する２つの協定に調印。今年４月のオランド仏大統領のモロッコ訪問時に決定された，穀物栽

培および輸出支援の一環。農業・農産物加工業・海産物分野の専門知識・技術の共有，Plan 

Maroc Vert （モロッコ・グリーン計画）が定める分野でのパートナーシップを新たに構築する狙い。

２２日、ワシントンにおいて，Bensalah 会長とジョンソン Initiative for Global Development（NGO

団体）は，投資，経済成長および雇用創設を対象とした合意覚書に調印。

⑤第２回モロッコ・アジア・ビジネスフォーラム34

２１日，スキラットにて，アマラ・エネルギー・鉱山・水利・環境大臣の参席の下，第２回モロッコ・

アジア・ビジネスフォーラム（「モロッコとアジア：新しい種類のパートナーシップに向けて」）が２日間

の予定で開幕。モロッコ人企業家３００人と２５カ国の代表（うちアジア１２カ国）が参加した。今回の

主役となった中国からは，Shuzhong 駐モロッコ中国大使がスピーチをし，両国の友好関係の歴史

をたどった。両国の貿易総額は２５．７３億米ドル。

２. 経済協力

①アラブ諸国間貿易支援プログラム35

７日，アブダビにおいて，ブーサイド経済・財政大臣とアラブ通貨基金（AMF）の Al Manai アラブ

諸国間貿易資金プログラム取締役会会長は，貿易支援の目的で７５百万米ドルの借款に調印。ま

た，近日中にモロッコ派遣が予定されている AMF 調査団が，経済改革支援として新たな借款の可

能性を調査する。

②EU のモロッコ支援36

１２日，欧州連合（EU）委員会は，モロッコを対象とする２０１３年プログラム「前進的地位を成功

させる Réussir le Statut avancé」第２部として８７００万ユーロの支援を承認。モロッコの法体系を改

革し EU の法体系と適合させ，モロッコの「前進的地位」強化と EU 市場への統合を目指すもの。同

プログラムは法体系改革の他，基礎教育および国民皆保険制度の整備，零細農業支援を含み，

総額１億６６９０万ユーロ。

③日本のインフラ整備支援37

                                               
33 AFP 通信（11 月 21 日），エコノマップ（11 月 22日）
34 エコノマップ（11 月 22日）
35 エコノマップ（11 月 8日）
36 エコノマップ（11 月 14日）他
37 エコノマップ（11 月 14日），ル・マタン紙（11月 25 日）
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１１日，Al Haouz 県 Ourika において，黒川駐モロッコ日本大使および Bathaoui 県知事の列席

の下，５８００万 DH の円借款を得て完成した「増水予想・警告システム（SPAC）」拡張部分の落成

式が執り行われた。

１１日と１３日，Chtouka Aït Baha 県およびマラケシュ市において，黒川駐モロッコ日本大使と地

方当局および NGO 代表者の列席の下，職業訓練やインフラ整備計画のための草の根無償協力と

して２２万３５８５ユーロ（２４８万１７６２．５３DH）を供与する式典が開催された。

④アフリカ開発銀行による再生可能エネルギー分野支援38

１３日，アフリカ開発銀行は，アフリカ再生可能エネルギー基金（FAER）に対する２５百万米ドル

の支援を決定。南アを除くアフリカ諸国に対し同分野の中小規模プロジェクトを支援する。同銀行

は本支援のため，アフリカ持続可能エネルギー基金（SEFA），地球環境基金（FEM）の資金（計３９

５０億米ドル）も動員する。

⑤フランス開発庁（AFD）の農業支援39

１９日，フランス開発庁（AFD）はモロッコ農業信用金庫（CAM）に対し，２千万ユーロの融資枠と

３０万ユーロの補助金を提供する協定に著名。融資枠は CAM の子会社 Tamwil El Fellah による中

小規模農業に対する投資が対象，補助金は社会・環境面における同金庫の責任能力強化措置が

対象。

⑥モロッコ，コスタリカ，ドイツの三国協力40

２２日，ラバトにて，モロッコの水・森林・砂漠化対策高等委員会，コスタリカ環境・エネルギー省

およびドイツ経済協力・開発省は，森林管理改善・持続的利用に関する三国協力の合意覚書に調

印（総額９０万ユーロ）。

⑦フランスの職業訓練支援41

２６日，ラバトにて，ダウディ高等教育・科学研究・幹部養成大臣の参席の下，フランス国立工芸

院（CNAM），フェズ欧州・地中海大学およびフェズ・シディ・モハメッド・ベン・アブダッラー大学が

高等職業訓練に関する２つの協定に調印。

⑧世界銀行の追加支援42

                                               
38 ル・マタン紙（11 月 15日）
39 エコノマップ（11 月 21日）
40 エコノマップ（11 月 25日）
41 エコノマップ（11 月 28日）
42 エコノマップ（11 月 29日）
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２７日，設備・輸送・ロジスティックス省のコミュニケによると，１９日～２２日にモロッコを訪問した

世界銀行の調査団は，２０１５年までに「地方道路第２国家プログラム（PNRR2）」完成のため７７０百

万 DH の追加借款を決定。

⑨サウジアラビアの投資基金43

モロッコ・サウジアラビア・ビジネス審議会が開催され，投資基金の創設（約５億米ドルの見込み）

および両国間直行海運ルート（カサブランカ－ジェッダ間，１１日に１便。将来はタンジェ・メッド港も

利用）の開設が決定された。同投資基金は来年９月か１０月より活動開始予定で，サウジからのモ

ロッコ投資を促進する。サウジの投資家の関心は工業，農業，農産物加工業。

３. その他

①アンチ・ダンピング関税の一時的適用44

１４日より６か月間，欧州連合およびトルコからの熱間圧延鋼板に対するアンチ・ダンピング関税

が一時的に適用されている。Maghreb Steel 社による訴えを受けた措置であり，現在調査が進行

中。

②中国のアフリカ投資45

中国商務部国際貿易経済合作研究院（CAITEC）の発表によると，２０１２年末時点の中国の対

アフリカ貿易総額は１９８４．９億米ドル（うち対中国輸出が１１３０億米ドル），１９％増。直接投資は３

４％増。鉱山，建設，手工業部門が主。南ア，アンゴラおよびザンビアが主要相手国。

                                               
43 エコノミスト紙（11 月 28 日）
44 エコノミスト紙（11 月 15 日）
45 Les Eco 紙（11月 19日）


